
四
党
連
立
に
よ
る
「
議
会
外
内
閣
」
？

―
―
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ホ
ー
フ
右
派
連
立
政
権
へ
の
道
―
―

水

島

治

郎

は
じ
め
に

二
〇
二
三
年
一
一
月
の
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
と
翌
二
〇
二
四
年
七
月
の
新
政
権
発
足
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
一
種
の
政
治
的
な
地

殻
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
総
選
挙
で
は
、
急
進
右
派
政
党
・
自
由
党
が
第
二
党
以
下
に
大
差
を
つ
け
、
三
七
議
席
で
初
め
て
第

一
党
と
な
っ
た
ば
か
り
か
（
下
院
の
総
議
席
数
は
一
五
〇
）、
新
党
「
新
し
い
社
会
契
約
」
も
一
挙
に
二
〇
議
席
を
獲
得
し
て
第
四
党

に
躍
進
す
る
。
ま
た
比
較
的
新
し
い
農
民
政
党
、
農
民
市
民
同
盟
も
七
議
席
を
獲
得
し
た
。
他
方
、
既
成
政
党
は
概
し
て
不
振
だ
っ

た
。
二
〇
一
〇
年
以
降
一
貫
し
て
与
党
の
中
核
と
な
り
、
マ
ル
ク
・
ル
ッ
テ
（
リ
ュ
テ
）
政
権
を
支
え
て
き
た
中
道
右
派
・
自
由
民

主
人
民
党
は
二
四
議
席
に
落
ち
込
む
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
よ
う
に
既
成
政
党
が
中
核
と
な
っ
て
連
立
政
権
を
組
む
こ
と
は
困
難
と

な
っ
た
（
二
〇
二
三
年
総
選
挙
の
詳
細
に
つ
い
て
は
水
島
（
二
〇
二
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

第
一
党
と
な
っ
た
自
由
党
は
、
二
〇
一
〇
年
代
初
め
に
二
年
間
閣
外
協
力
を
行
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
「
極
右
」
と
も
呼
ば

れ
る
急
進
的
な
姿
勢
が
忌
避
さ
れ
、
他
の
有
力
政
党
か
ら
政
権
入
り
を
拒
ま
れ
る
状
態
が
続
い
て
き
た
。
党
首
ヘ
ー
ル
ト
・
ウ
ィ
ル

論
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デ
ル
ス
は
、
反
イ
ス
ラ
ム
に
加
え
反
移
民
・
反
難
民
の
急
進
的
な
政
治
姿
勢
、
既
成
政
党
に
対
す
る
歯
に
衣
着
せ
ぬ
批
判
に
よ
り
、

一
方
で
は
有
権
者
の
一
部
か
ら
の
強
い
支
持
を
受
け
つ
つ
、
他
方
で
は
他
の
政
党
か
ら
の
拒
否
反
応
を
呼
び
起
こ
し
、
政
権
入
り
の

道
筋
が
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
（
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
に
つ
い
て
はM

cCarthy

（２０２３

）
な
ど
を
参
照
）。

し
か
し
こ
の
選
挙
で
自
由
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
こ
と
で
、
自
由
党
の
政
権
入
り
の
可
能
性
が
大
き
く
開
か
れ
る
。
た
だ
そ
の
道

は
容
易
で
は
な
く
、
最
終
的
に
四
党
連
立
政
権
が
誕
生
す
る
ま
で
実
に
七
カ
月
余
り
、
二
二
三
日
が
必
要
だ
っ
た
。
史
上
最
長
の
二

〇
二
一
年
選
挙
後
の
記
録
に
次
ぐ
長
さ
で
あ
る
。
四
党
と
は
自
由
党
の
他
、「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民
市
民
同
盟
、
そ
し
て
自
由

民
主
人
民
党
で
あ
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
新
政
権
は
、
急
進
右
派
（
自
由
党
）
を
最
大
与
党
と
し
て
中
核
に
含
む
点
で
、
オ
ラ
ン

ダ
史
上
初
め
て
の
政
権
と
な
り
、
国
際
的
に
も
広
く
報
じ
ら
れ
、
驚
き
を
呼
び
起
こ
し
た
。

し
か
し
同
政
権
の
「
新
し
さ
」
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
新
政
権
は
、
連
立
四
党
の
う
ち
三
党
が
、
い
わ
ば
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
政
党
で
あ
る
。
自
由
党
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新

党
「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民
市
民
同
盟
は
い
ず
れ
も
反
既
成
政
治
、
既
成
政
党
へ
の
批
判
を
出
発
点
と
し
て
結
党
し
た
政
党
で

あ
り
、
そ
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
性
は
明
確
だ
っ
た
。

ま
ず
農
民
市
民
運
動
は
、
二
〇
一
九
年
に
設
立
さ
れ
、
二
〇
二
三
年
の
上
院
選
で
一
躍
第
一
党
の
座
を
獲
得
し
、
話
題
を
さ
ら
っ

た
政
党
で
あ
る
。
上
院
の
総
議
席
数
七
五
の
う
ち
、
同
党
は
一
六
議
席
を
獲
得
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
力
の
高
い
党
首
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

プ
ラ
ス
を
前
面
に
出
し
、
近
年
の
環
境
規
制
に
反
対
し
、
農
業
セ
ク
タ
ー
へ
の
制
約
の
軽
減
を
訴
え
、
農
村
部
の
み
な
ら
ず
都
市
部

に
も
支
持
者
を
獲
得
し
た
。
各
州
で
執
行
部
入
り
を
果
た
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
方
政
治
に
独
特
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

次
に
「
新
し
い
社
会
契
約
」
は
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
の
総
選
挙
実
施
を
前
に
八
月
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
党
で
あ
る
。
党

首
は
中
道
右
派
の
既
成
政
党
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
出
身
な
が
ら
、
庶
民
目
線
で
既
成
政
治
に
切
り
込
む
清
新
な
姿
勢
が
高

《論 説》
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く
評
価
さ
れ
、
知
名
度
抜
群
の
ピ
ー
テ
ル
・
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
で
あ
る
。
結
党
が
総
選
挙
直
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
選
挙
戦
で
台

風
の
目
と
な
り
、
第
一
党
の
座
を
う
か
が
う
ま
で
に
至
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度
も
他
党
を
圧
倒
し
た
。
彼
は
透
明
な
行
政
、
正
直

な
政
治
を
訴
え
、
既
成
政
治
に
批
判
的
な
中
間
層
な
ど
か
ら
幅
広
く
支
持
を
集
め
た
。

そ
の
結
果
、
連
立
四
党
に
加
わ
っ
た
既
成
政
党
は
、
中
道
右
派
・
自
由
民
主
人
民
党
一
党
の
み
で
あ
り
、
新
政
権
は
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
色
が
例
外
的
に
濃
い
政
権
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
新
政
権
を
際
立
た
せ
た
の
が
、
か
な
め
と
な
る
首
相
の
選
任
で
あ
る
。
新
首
相
に
就
任
し
た
の
は
、
政
党
と
距
離
を
置
く

無
党
派
の
元
治
安
官
僚
ト
ッ
プ
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ス
ホ
ー
フ
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
選
挙
直
後
、
大
勝
に
酔
い
し
れ
る
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は

自
ら
が
首
相
に
就
任
す
る
意
向
を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
由
党
を
含
む
連
立
政
権
の
樹
立
に
他
党
の
支
持
が
得
ら

れ
た
と
し
て
も
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
首
相
就
任
に
難
色
を
示
す
政
党
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
自
ら
の
野
望
を
と
り
あ
え
ず

後
回
し
に
し
、
自
由
党
を
中
核
と
す
る
連
立
政
権
の
成
立
を
最
優
先
す
る
。
ま
た
、
自
由
民
主
人
民
党
や
「
新
し
い
社
会
契
約
」
も
、

ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
首
相
就
任
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
四
党
連
立
へ
の
党
内
の
合
意
の
調
達
を
可
能
と
し
、
政
権
参
加
が
可

能
と
な
る
。
こ
う
し
て
各
党
の
思
惑
が
一
致
し
、
敢
え
て
政
党
と
縁
の
薄
い
、
行
政
官
出
身
者
が
首
相
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
ホ
ー
フ
は
治
安
行
政
畑
を
一
貫
し
て
歩
み
、
政
治
的
対
立
と
距
離
を
置
き
、
い
わ
ば
黒
子
に
徹
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
ハ
ー

グ
の
政
界
・
官
界
は
別
と
し
て
一
般
的
な
知
名
度
は
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ホ
ー
フ
が
首
相
候
補
に
選
任
さ
れ
る
と
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
各
界
に
驚
き
を
呼
び
起
こ
し
た
。
む
し
ろ
一
番
驚
い
た
の
は
本
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。

他
方
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
首
相
は
も
ち
ろ
ん
、
閣
僚
に
名
を
連
ね
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
四
党
党
首
は
、
全
員
が

足
並
み
を
揃
え
て
入
閣
を
控
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
政
権
は
「
議
会
外
内
閣
」
と
い
う
体
裁
を
と
り
、
連
立
与
党
と
意
図
的
に
距
離

を
置
く
形
を
と
っ
た
。
実
際
に
は
ス
ホ
ー
フ
首
相
を
除
く
閣
僚
は
基
本
的
に
連
立
与
党
出
身
で
あ
り
、
副
首
相
四
名
は
連
立
四
党
か

四党連立による「議会外内閣」？
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ら
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
与
党
党
首
が
政
権
内
の
役
職
を
も
た
ず
、
議
会
に
残
っ
て
政
権
と
向
き
合
う
形
を
と
っ
た

こ
と
で
、
形
式
的
に
は
、
政
権
と
連
立
与
党
の
あ
い
だ
に
一
定
の
距
離
感
が
見
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
議
会
外
内

閣
」
が
出
現
し
た
こ
と
も
、
現
代
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
珍
し
い
事
態
だ
っ
た
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
二
〇
二
四
年
七
月
二
日
に
発
足
し
た
ス
ホ
ー
フ
新
政
権
は
、
①
急
進
右
派
政
党
が
最
大
勢
力
と
し
て
連
立

与
党
の
中
核
を
占
め
た
こ
と
、
②
連
立
与
党
四
党
の
う
ち
三
党
が
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
系
政
党
で
あ
り
、
初
め
て
政
権
参
加
を
果
た
し

た
こ
と
、
③
連
立
与
党
党
首
が
い
ず
れ
も
入
閣
せ
ず
、「
議
会
外
内
閣
」
と
い
う
体
裁
を
と
っ
た
こ
と
の
三
点
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン

ダ
現
代
政
治
史
に
お
い
て
極
め
て
例
外
的
な
政
権
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

急
進
右
派
政
党
を
中
核
に
擁
す
る
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
政
党
優
位
の
「
議
会
外
内
閣
」。
オ
ラ
ン
ダ
現
代
政
治
史
の
転
換
点
と
も

見
え
る
ス
ホ
ー
フ
内
閣
が
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
始
動
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

難
航
す
る
連
立
交
渉

総
選
挙
で
自
由
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
由
党
党
首
・
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
に
最
初
の
ボ
ー
ル
が
握
ら
れ
た
。
具
体
的
に

は
、
連
立
政
権
の
可
能
性
を
探
る
連
立
見
込
み
検
討
者
の
推
挙
で
あ
る
。
一
一
月
二
八
日
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
推
挙
に
基
づ
き
、
労

働
党
の
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
、
ロ
ナ
ル
ト
・
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
が
連
立
見
込
み
検
討
者
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
以
後
、

二
週
間
に
わ
た
り
四
党
指
導
者
と
会
談
し
、
連
立
政
権
に
向
け
た
準
備
作
業
を
行
っ
た
。
四
党
と
は
自
由
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」、

農
民
市
民
同
盟
、
自
由
民
主
人
民
党
で
あ
る
。
四
党
は
い
ず
れ
も
中
道
右
派
か
ら
右
派
に
位
置
す
る
政
党
で
あ
り
、
相
対
的
に
政
策

距
離
が
近
い
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
四
党
で
あ
れ
ば
、
下
院
総
議
席
数
一
五
〇
の
過
半
数
を
超
え
、
多
数
派
政
権
の
成
立
が
可

能
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

《論 説》
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な
お
こ
の
四
党
の
合
計
議
席
数
は
八
八
議
席
で
あ
り
、
一
五
〇
議
席
の
半
数
の
七
五
議
席
を
優
に
超
え
る
。
農
民
市
民
同
盟
の
議

席
数
は
七
議
席
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
院
だ
け
を
見
れ
ば
、
自
由
党
、
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
三
党
で

多
数
派
政
権
の
樹
立
は
十
分
可
能
と
な
る
。
し
か
し
二
〇
二
三
年
の
上
院
選
に
お
い
て
、
農
民
市
民
同
盟
が
一
六
議
席
を
獲
得
し
て

上
院
第
一
党
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
上
院
選
の
時
点
で
「
新
し
い
社
会
契
約
」
は
存
在
せ
ず
、
ゼ
ロ
議
席
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

も
し
農
民
市
民
同
盟
以
外
の
三
党
が
三
党
連
立
政
権
樹
立
を
強
行
し
た
場
合
に
は
、
与
党
は
下
院
で
は
過
半
数
の
議
席
は
確
保
で
き

る
も
の
の
、
上
院
議
席
数
は
合
計
で
十
数
議
席
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
法
案
審
議
の
さ
い
、
内
閣
は
上
院
で
圧
倒
的

多
数
の
野
党
と
対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
上
院
で
第
一
党
の
農
民
市
民
同
盟
を
連
立
与
党
に
引

き
こ
む
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
準
備
作
業
を
踏
ま
え
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
一
二
月
一
一
日
、
下
院
議
長
に
対
し
結
果
報
告
を
行
い
、
以
後
は
情
報
提
供
交
渉

（inform
atieronde

）
を
開
始
し
、
四
党
間
の
政
策
す
り
合
わ
せ
を
開
始
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
一
二
月
一
三
日
、

同
じ
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
が
今
度
は
情
報
提
供
者
に
任
命
さ
れ
、
以
後
彼
は
、
二
月
一
〇
日
を
期
限
と
し
て
四
党
の
指
導
者
た
ち
と
協
議

を
重
ね
、
連
立
政
権
合
意
を
可
能
と
す
べ
く
、
尽
力
を
重
ね
て
い
く
。

交
渉
は
非
公
開
で
進
め
ら
れ
、
途
中
経
過
も
部
外
者
に
漏
ら
す
こ
と
は
基
本
的
に
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
間
に
具
体
的
に
い
か
な

る
案
件
で
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
確
か
な
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
案
件
で
四
党
間
に
重
要
な

不
一
致
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
齟
齬
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
相
当
な
時
間
と
労
力
が
か
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
四
党

は
「
右
派
」
系
政
党
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と
は
い
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
め
ぐ
る
立
場
の
相
違
、
農
業
分
野
に
お
け
る

窒
素
排
出
問
題
を
め
ぐ
る
農
民
市
民
同
盟
と
「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
対
立
な
ど
、
現
代
政
治
の
争
点
の
多
様
化
を
反
映
し
て
対
立

軸
も
交
差
し
、
連
立
交
渉
は
難
航
し
た
。
特
に
自
由
党
の
政
治
姿
勢
や
年
来
の
主
張
、
と
り
わ
け
コ
ー
ラ
ン
禁
止
な
ど
の
急
進
的
な

四党連立による「議会外内閣」？
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主
張
に
対
し
て
は
、
憲
法
や
国
際
条
約
と
の
整
合
性
を
問
う
声
が
強
く
、
自
由
党
の
側
が
何
ら
か
の
形
で
譲
歩
し
な
い
限
り
、
連
立

交
渉
の
決
着
が
困
難
で
あ
る
と
の
認
識
が
強
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
二
〇
二
四
年
一
月
八
日
、
自
由
党
は
自
党
の
提
案
し
て
き
た
三
本
の
論
争
的
な
法
案
の
撤
回
を
表

明
し
た
。
第
一
は
「
特
定
の
イ
ス
ラ
ム
的
表
現
」
を
禁
止
す
る
法
案
。
こ
の
法
案
は
モ
ス
ク
や
イ
ス
ラ
ム
系
学
校
、
コ
ー
ラ
ン
を
禁

じ
、
ま
た
ブ
ル
カ
や
ニ
カ
ブ
の
着
用
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
第
二
は
多
重
国
籍
者
か
ら
選
挙
権
を
剥
奪
す
る
法
案
。
第

三
は
テ
ロ
活
動
に
関
与
し
た
者
を
裁
判
所
の
許
可
な
く
拘
束
す
る
法
案
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
基
本
的
な
自
由
権
を
侵
害
し
、

特
定
の
人
々
を
差
別
す
る
も
の
と
し
て
、
法
案
審
査
に
あ
た
る
国
務
院
に
批
判
さ
れ
て
き
た
法
案
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
法
案
を

取
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
党
は
「
法
治
国
家
に
反
す
る
政
党
で
は
な
い
か
」
と
の
批
判
を
か
わ
し
、
他
の
三
党
と
の
連
立
協

議
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

特
に
自
由
党
に
お
け
る
「
法
治
国
家
と
の
整
合
性
」
を
問
題
に
し
た
の
は
「
新
し
い
社
会
契
約
」
で
あ
り
、
自
由
民
主
人
民
党
か

ら
も
自
由
党
と
の
連
立
に
慎
重
な
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
他
方
農
民
市
民
同
盟
は
、
当
初
か
ら
自
由
党
を
含
む
連
立
政
権
の
樹
立
に

前
向
き
だ
っ
た
。
農
民
市
民
同
盟
の
場
合
、
新
政
権
で
農
業
規
制
の
緩
和
を
具
体
的
に
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
自
由
党
を
軸
と
す
る

連
立
政
権
の
発
足
に
積
極
的
に
協
力
し
、
閣
僚
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
法
治
国
家
云
々
を
め
ぐ
る
問
題
に
余
り

関
心
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
、
遅
々
と
し
つ
つ
連
立
協
議
が
多
少
進
展
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
た
二
〇
二
四
年
二
月
六
日
、
誰
も
が
驚
く

事
件
が
起
き
た
。「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
が
突
然
、
連
立
協
議
か
ら
離
脱
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
同
日

午
後
、「
ち
ょ
っ
と
考
え
て
く
る
」
と
四
党
党
首
の
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
る
。
い
つ
戻
る
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
他
の
三
党
の

党
首
は
手
持
ち
無
沙
汰
で
待
機
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
間
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
、
近
く
の
ホ
テ
ル
で
党
メ
ン
バ
ー
ら
と
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会
談
し
、「
こ
れ
以
上
連
立
交
渉
を
続
け
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
」
と
の
意
向
を
漏
ら
す
。
し
か
も
そ
の
ホ
テ
ル
に
有
力
メ
デ
ィ
ア

の
記
者
を
呼
び
、
連
立
協
議
離
脱
の
方
針
を
伝
え
た
の
で
あ
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
①
）。
各
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
特
ダ
ネ
を
さ
っ
そ
く
報
じ
た

が
、
待
ち
ぼ
う
け
を
食
っ
て
い
た
他
の
三
党
党
首
は
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
離
脱
方
針
に
つ
い
て
、
こ
の
報
道
に
よ
っ
て
初
め
て
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。

オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
協
議
離
脱
に
つ
い
て
、
新
内
閣
で
財
政
支
出
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
歯
止
め
が
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
た
と
い
う
趣
旨
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
理
由
付
け
は
、
や
や
表
向
き
の
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
政
策
面
で
距
離

が
あ
り
、
か
つ
信
頼
関
係
の
で
き
て
い
な
い
自
由
党
と
公
式
に
連
立
す
る
こ
と
へ
の
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
違
和
感
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
自
由
党
が
論
争
的
な
法
案
を
撤
回
し
て
も
、
同
党
へ
の
疑
念
は
継
続
し
て
い
た
。
ま
た
、
農
民
市
民
同
盟
に
対
し
て

も
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
不
信
感
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
も
そ
も
透
明
な
政
治
を
訴
え
る
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
自
身
、
密
室
の
交
渉

で
妥
協
を
重
ね
る
連
立
協
議
そ
の
も
の
に
嫌
気
が
さ
し
た
よ
う
に
も
み
え
る
。

と
は
い
え
テ
ー
ブ
ル
を
途
中
で
離
れ
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
協
議
離
脱
を
表
明
す
る
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
手
法
に
は
批
判
が
集

ま
っ
た
。
結
局
彼
は
「
反
省
」
を
迫
ら
れ
る
。
話
は
元
に
戻
り
、
四
党
交
渉
が
再
び
継
続
し
た
。
そ
し
て
二
月
一
〇
日
に
情
報
提
供

者
・
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
に
よ
る
最
終
報
告
書
が
下
院
議
長
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
基
本
的
に
四
党
右
派
政
権
の
樹
立
に
向

け
た
基
礎
が
で
き
て
い
る
と
述
べ
つ
つ
、
し
か
し
重
要
な
政
党
間
の
相
違
が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、「
政
治
的
・
行
政
的
に
権

威
あ
る
人
物
」
が
内
閣
を
率
い
る
こ
と
、
議
会
外
内
閣
や
閣
外
協
力
と
い
う
形
を
含
め
、
新
政
権
の
構
成
を
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
だ
っ
た
。

四
党
連
立
右
派
政
権
の
方
向
が
大
ま
か
に
見
え
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
月
一
四
日
、
新
た
な
情
報
提
供
者
が
任
命
さ
れ
た
。

社
会
経
済
協
議
会
の
議
長
、
キ
ム
・
プ
テ
ル
ス
で
あ
る
。
こ
の
第
二
次
情
報
提
供
者
の
プ
テ
ル
ス
が
今
後
連
立
協
議
を
進
め
、
議
会

四党連立による「議会外内閣」？
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外
内
閣
の
可
否
を
含
め
た
新
政
権
の
具
体
的
な
方
向
性
を
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
四
党
党
首
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
者
や
元

政
治
家
な
ど
と
も
面
談
し
、
距
離
感
の
あ
る
四
党
が
協
力
し
つ
つ
安
定
的
に
政
権
を
運
営
す
る
た
め
、
新
政
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て

知
恵
を
絞
っ
た
。

三
月
一
三
日
、
プ
テ
ル
ス
は
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
の
が
、
四
党
党
首
を
閣
僚
に
含
ま
な
い
、
一
種
の

議
会
外
内
閣
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
案
で
あ
る
。
主
要
政
策
に
つ
い
て
四
党
が
合
意
し
、
四
党
が
与
党
と
し
て
振
る
舞
い
つ
つ
、
そ

の
連
立
与
党
と
距
離
を
置
く
内
閣
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
与
党
間
の
対
立
を
内
閣
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と
な
く
安
定
的
に
政
権
運

営
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
主
眼
で
あ
っ
た
。

こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
主
要
政
策
に
つ
い
て
の
四
党
合
意
を
実
現
さ
せ
、
連
立
政
権
発
足
に
重
要
な
一
歩
を
進
め
る
べ
く
、
三
月

二
〇
日
、
第
三
次
情
報
提
供
者
が
任
命
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
と
、
キ
リ
ス

ト
教
系
小
党
の
エ
ル
ベ
ル
ト
・
デ
イ
ク
フ
ラ
ー
フ
で
あ
る
。
二
人
は
各
党
首
と
協
議
を
続
け
、
財
政
や
移
民
問
題
を
は
じ
め
四
党
間

に
立
場
の
相
違
の
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
合
意
を
見
出
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
っ
た
。

連
立
合
意
の
達
成

そ
し
て
つ
い
に
五
月
一
五
日
、
連
立
政
権
樹
立
に
向
け
た
主
要
政
策
合
意
が
達
成
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
中
を
駆
け

巡
り
、
諸
外
国
に
も
発
信
さ
れ
た
。
自
由
党
、
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民
市
民
同
盟
の
四
党
党
首
が
、
基
本

方
針
に
合
意
し
、
四
党
連
立
政
権
樹
立
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
該
合
意
は
当
日
、
た
だ
ち
に
四
党
の
各
会
派

に
提
示
さ
れ
た
。
自
由
党
と
農
民
市
民
同
盟
の
二
党
で
は
、
会
派
会
議
に
よ
り
、
す
み
や
か
に
合
意
が
承
認
さ
れ
た
。
特
に
農
民
市

民
同
盟
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
、
農
業
分
野
で
同
党
の
要
求
が
十
全
に
反
映
さ
れ
た
と
強
調
し
た
う
え
で
、
会
派
会
議
で
は
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全
議
員
が
「
誇
り
と
喜
び
を
持
っ
て
」
同
合
意
を
承
認
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
続
い
て
「
新
し
い
社
会
契
約
」
で
も
、
オ
ン
ト
ツ
ィ

ヒ
ト
が
合
意
に
同
党
の
主
張
が
十
分
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
強
調
し
、
承
認
を
取
り
つ
け
た
。
主
要
政
策
合
意
に
は
、
同
党
が
掲
げ

る
最
大
の
政
策
目
標
、「
生
存
保
障
」
が
十
分
に
反
映
さ
れ
、
貧
困
世
帯
の
児
童
な
ど
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
々
に
対
す
る
手
当

て
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
四
党
最
後
と
な
る
自
由
民
主
人
民
党
の
会
派
会
議
は
、
紛
糾
し
た
。
他
の
三
党
が
三
時
間
程
度
の
会
議
で
承
認
に
こ
ぎ
つ

け
た
の
に
対
し
、
自
由
民
主
人
民
党
の
会
議
は
夕
方
五
時
に
始
ま
っ
て
夜
の
一
一
時
ま
で
、
実
に
六
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
四

党
の
う
ち
、
同
党
の
み
が
そ
れ
ま
で
与
党
と
し
て
政
策
形
成
の
中
核
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
新
政
権
に
お
け
る

政
策
転
換
が
、
同
党
が
そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
諸
政
策
の
い
く
つ
か
を
撤
回
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
い
そ
れ
と
承
認
で
き

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
そ
れ
ま
で
閣
僚
を
務
め
、
政
策
実
現
に
努
め
て
き
た
同
党
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
合
意
の
受
け
入
れ
は

痛
み
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
自
然
・
窒
素
問
題
担
当
大
臣
の
フ
リ
ス
テ
ィ
ア
ネ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ワ
ル
、
難
民
問
題
担

当
副
大
臣
の
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ブ
ル
フ
は
、
思
い
入
れ
の
あ
る
担
当
政
策
の
撤
回
を
含
む
連
立
合
意
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
不
本
意
な
同
意
を
強
い
ら
れ
た
。
難
民
受
入
れ
を
め
ぐ
り
、
全
国
の
自
治
体
の
受
け
入
れ
責
任
を
強
化
す
る
「
難
民
拡
散
法
」

の
成
立
に
向
け
尽
力
し
て
き
た
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ブ
ル
フ
副
大
臣
は
、
連
立
合
意
が
同
法
の
撤
回
を
含
む
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
、
会
派
会
議
の
際
に
涙
を
流
し
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
②
）。
こ
の
よ
う
に
異
論
を
抱
え
つ
つ
、

し
か
し
同
党
議
員
は
最
終
的
に
全
員
が
連
立
合
意
に
賛
成
し
、
政
権
参
加
を
選
択
し
た
。

四
党
の
会
派
が
す
べ
て
連
立
合
意
を
承
認
し
た
こ
と
を
う
け
、
翌
五
月
一
六
日
、
第
三
次
情
報
提
供
者
の
デ
イ
ク
フ
ラ
ー
フ
、

フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
両
名
が
、
主
要
政
策
合
意
を
ボ
ス
マ
下
院
議
長
に
提
出
し
た
。
三
次
に
わ
た
る
情
報
提
供
者
の
任
務
は
、
こ
れ

で
終
了
し
た
。
主
要
政
策
合
意
の
タ
イ
ト
ル
は
「
希
望
、
勇
気
、
誇
り
（H

oop,lefen
trots

）」
だ
っ
た
。
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ま
た
そ
の
五
月
一
六
日
に
は
、
四
党
党
首
が
記
者
会
見
に
臨
ん
で
い
る
。
ま
ず
自
由
党
の
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
、「
日
は
再
び
照
ら

す
だ
ろ
う
、
新
し
い
風
が
吹
く
だ
ろ
う
。
自
由
党
が
権
力
の
中
心
に
来
た
こ
と
で
、
歴
史
が
新
た
に
書
き
記
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
、
連
立
合
意
を
絶
賛
し
た
。
ま
た
農
民
市
民
同
盟
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
、「
昨
晩
は
興
奮
し
て
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
、

主
要
合
意
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
」
と
熱
烈
な
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。

他
方
、
自
由
民
主
人
民
党
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
、
そ
し
て
「
新
し
い
社
会
契
約
」
は
、
い
ず
れ
も
や
や
控
え
め
な
調
子
で
会
見
に

臨
ん
だ
。
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
は
、「
連
立
交
渉
が
不
首
尾
に
終
わ
る
可
能
性
も
見
込
ん
で
い
た
が
、
各
党
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
何
と
か
成
功
し
た
」
と
述
べ
、
与
党
と
し
て
「
責
任
を
負
う
」
こ
と
を
重
視
し
た
、
と
説
明
し
た
。
ま
た
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
、

「
政
権
参
加
す
る
四
党
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
党
で
あ
り
、
今
後
も
そ
う
だ
」
と
醒
め
た
発
言
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
二
党

の
場
合
、「
極
右
政
権
の
成
立
」
な
ど
と
諸
外
国
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
る
中
で
、
自
由
党
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
政
権

参
加
す
る
こ
と
自
体
の
意
義
を
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ス
ホ
ー
フ
新
首
相
の
誕
生

基
本
的
な
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
政
権
発
足
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
る
。
次
の
焦
点
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
新
首
相
の
選
定
で
あ
る
。
連
立
合
意
の
文
書
で
は
、
首
相
候
補
に
つ
い
て
個
人
名
を
含
む
言
及
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
首
相
に
つ

い
て
敢
え
て
可
能
性
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
連
立
の
合
意
の
取
り
付
け
を
容
易
に
し
た
面
が
強
い
。

こ
こ
で
具
体
的
な
政
権
樹
立
の
大
役
を
担
う
の
が
「
組
閣
者
」
で
あ
る
。
こ
の
役
目
を
議
会
か
ら
任
ぜ
ら
れ
て
引
き
受
け
た
の
が
、

第
三
次
情
報
提
供
者
の
一
人
、
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
だ
っ
た
。
通
常
オ
ラ
ン
ダ
の
組
閣
で
は
、
組
閣
の
大
命
を
受
け
た
組
閣
者
が
、

首
相
に
そ
の
ま
ま
就
任
す
る
こ
と
を
前
提
に
連
立
協
議
の
詰
め
を
行
う
が
、
今
回
は
例
外
だ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
は
、
自
ら
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が
首
相
に
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
組
閣
者
に
就
任
し
、
彼
の
主
導
の
も
と
で
首
相
選
び
が
始
ま
っ
た
。

当
初
浮
上
し
た
首
相
候
補
は
、
第
一
次
情
報
提
供
者
だ
っ
た
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
彼
を
推
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
党
員
で
も
あ
る
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
、
右
翼
的
内
閣
と
の
批
判
を
か
わ
し
、
か
つ
最
大
野
党
と
な
る
労
働
党＝

グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト

に
一
種
の
く
さ
び
を
打
ち
込
む
う
え
で
も
、
有
望
な
首
相
候
補
と
思
わ
れ
た
。
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
本
人
も
意
欲
を
示
し
た
。

し
か
し
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
情
報
提
供
者
と
し
て
活
動
す
る
さ
い
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
と
感
情
的

な
も
つ
れ
が
生
じ
て
お
り
、
首
相
就
任
に
つ
い
て
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
賛
成
を
得
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
、

「
ピ
ー
テ
ル
、
す
ま
な
か
っ
た
」
と
す
る
謝
罪
文
を
公
表
し
（
ピ
ー
テ
ル
は
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
）、
オ
ン
ト
ツ
ィ

ヒ
ト
の
理
解
を
求
め
る
。
し
か
し
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
の
過
去
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
疑
念
が
指
摘
さ
れ
る
事

態
と
な
り
、
そ
も
そ
も
首
相
候
補
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
の
認
識
が
広
ま
る
。
彼
は
首
相
候
補
の
辞
退
を
表
明
し
、
首
相
選
び

は
振
出
し
に
戻
っ
た
。

し
か
し
五
月
末
、
事
態
は
大
き
く
動
き
出
す
。
新
首
相
の
有
力
候
補
と
し
て
、
司
法
・
治
安
省
で
事
務
総
長
を
務
め
て
き
た
、
無

党
派
で
六
七
歳
の
デ
ィ
ッ
ク
・
ス
ホ
ー
フ
が
急
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ホ
ー
フ
は
こ
れ
ま
で
、
テ
ロ
対
策
局
、
総
合
情
報
公
安
庁

な
ど
治
安
関
係
の
組
織
で
ト
ッ
プ
を
歴
任
し
、
治
安
官
僚
と
し
て
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
の
道
を
歩
ん
で
き
た
人
物
で
あ
る
。
と
は
い
え

彼
が
勤
め
た
の
は
す
べ
て
行
政
職
で
あ
り
、
政
治
家
の
経
験
は
な
い
、
ま
た
一
般
的
な
知
名
度
が
あ
る
と
も
い
え
な
い
。

そ
れ
で
も
ス
ホ
ー
フ
が
適
任
と
思
わ
れ
た
理
由
は
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
政
党
に
属
さ
な
い
ス
ホ
ー
フ
で
あ
れ
ば
、

政
党
政
治
か
ら
一
定
の
距
離
を
と
り
つ
つ
四
党
連
立
政
権
の
舵
取
り
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
自
由
党
と
連

立
を
組
む
こ
と
に
抵
抗
感
の
あ
る
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
二
党
に
お
い
て
は
、
自
由
党
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
首

相
就
任
を
阻
止
し
つ
つ
、
し
か
し
四
党
連
立
を
成
功
さ
せ
る
数
少
な
い
解
と
し
て
、
無
党
派
の
首
相
の
誕
生
は
十
分
に
受
け
入
れ
可

四党連立による「議会外内閣」？
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能
だ
っ
た
。
第
二
は
、
治
安
関
係
に
通
じ
た
元
官
僚
と
し
て
、
移
民
・
治
安
問
題
を
重
点
的
に
と
り
く
む
新
政
権
の
方
針
を
体
現
で

き
る
人
物
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
ス
ホ
ー
フ
に
つ
い
て
、「
政
党
の
上
に
立
て
る
人
物
だ
」
と
強
く
推
し
、

危
機
対
応
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
も
ス
ホ
ー
フ
に
つ
い
て
、「
信
頼
に
値
す
る
人
物
」
で

あ
り
、
清
廉
潔
白
な
人
物
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
も
同
様
に
賛
辞
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
。
政
党
政
治
か
ら
距
離
を
置
き
、
や
や
武
骨
で
無
愛
想
な
印
象
の
あ
る
ス
ホ
ー
フ
は
、
そ
の
政
治
と
の
距
離
の
ゆ
え
に
、

連
立
与
党
か
ら
幅
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
な
お
彼
は
も
と
も
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
家
族
に
生
ま
れ
た
が
、
勤

勉
で
仕
事
熱
心
な
と
こ
ろ
は
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
的
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
③
）。

五
月
二
八
日
、
新
首
相
候
補
の
ス
ホ
ー
フ
と
情
報
提
供
者
の
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
に
よ
る
共
同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
ス
ホ
ー

フ
は
率
直
な
思
い
を
語
っ
て
い
る
。「
私
が
こ
の
場
に
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
驚
き
で
し
ょ
う
。
実
を
言
え
ば
、
私
に

と
っ
て
も
そ
う
な
の
で
す
」。
し
か
し
同
時
に
彼
は
、
強
い
意
欲
も
見
せ
て
い
る
。
首
相
候
補
と
な
る
決
断
に
さ
い
し
、「
私
は
自
問

し
ま
し
た
。
何
か
私
が
意
味
の
あ
る
こ
と
を
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
私
の
答
え
は
「
然
り
」、
で
し
た
」。
そ
し
て
「
私
は
自
分

の
人
生
全
体
を
か
け
て
、
こ
の
国
の
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
し
た
う
え
で
、「
行
政
に
か
か
る
知
識
と
経
験
に
基
づ
き
、

公
的
な
事
柄
や
一
般
利
益
に
対
し
、
貢
献
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
、
行
政
官
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
実
務
的
な
政
権
を
担
う
こ
と
に
意
欲
を
表
明
し
た
。

閣
僚
配
分

続
い
て
副
首
相
の
選
定
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
で
あ
る
。
組
閣
者
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
、
新
首
相
予
定
者
ス
ホ
ー
フ
、
四
党
党
首

が
議
論
を
重
ね
つ
つ
、
六
月
中
旬
に
新
内
閣
の
陣
容
が
確
定
し
た
。

《論 説》
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ま
ず
副
首
相
だ
が
、
連
立
四
党
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
副
首
相
が
選
任
さ
れ
た
。
各
党
が
副
首
相
を
出
し
た
わ
け
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
現
代

史
の
中
で
、
副
首
相
の
総
数
が
四
名
と
い
う
の
は
例
外
的
な
現
象
で
あ
る
。

た
だ
、
自
由
党
出
身
の
副
首
相
の
選
任
に
つ
い
て
は
ひ
と
悶
着
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
当
初
、
自
由
党
か
ら
出
す
副
首
相
お

よ
び
難
民
移
民
担
当
大
臣
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
下
院
議
員
を
務
め
、
移
民
難
民
問
題
に
強
硬
な
姿
勢
で
知
ら
れ
る
ヒ

デ
ィ
・
マ
ル
ク
ス
ゾ
ー
ウ
ェ
ル
を
第
一
候
補
と
し
て
提
案
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
「
外
国
勢
力
」（
イ
ス
ラ
エ

ル
を
事
実
上
指
す
）
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
さ
れ
、
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は

マ
ル
ク
ス
ゾ
ー
ウ
ェ
ル
に
つ
い
て
、
副
首
相
職
と
難
民
移
民
担
当
大
臣
職
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
取
り
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

な
お
こ
の
指
摘
を
行
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
か
つ
て
ス
ホ
ー
フ
が
指
揮
を
執
っ
た
総
合
情
報
公
安
庁
だ
っ
た
こ
と
は
皮
肉
な
こ
と
だ
っ

た
が
。

そ
こ
で
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
代
わ
っ
て
副
首
相
候
補
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
自
由
党
の
ナ
ン
バ
ー
２
、
フ
ル
ー
ル
・
ア
ヘ
マ
で
あ

る
。
彼
女
は
自
由
党
の
創
設
初
期
か
ら
の
古
参
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
信
頼
厚
い
「
右
腕
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
、

自
由
党
が
総
選
挙
に
初
め
て
参
加
し
、
一
挙
に
九
議
席
を
獲
得
し
た
さ
い
の
「
古
参
九
人
衆
」
の
一
人
で
も
あ
る
。
以
来
一
貫
し
て

下
院
議
員
と
し
て
党
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
も
彼
女
の
実
務
能
力
の
高
さ
を
評
価
し
、「
彼
女
は
日
常
業
務
の
責

任
者
と
し
て
、
い
つ
も
見
事
に
こ
な
し
て
く
れ
る
。
私
が
口
を
出
す
必
要
も
な
い
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
彼
女
が
今
回
、
保

健
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と
併
せ
て
副
首
相
に
就
任
し
た
。
第
一
与
党
出
身
の
副
首
相
と
し
て
、
四
人
の
副
首
相
の
筆
頭
格
の
「
第
一

副
首
相
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
新
閣
僚
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
新
内
閣
は
、
移
民
難
民
問
題
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
念
頭
に
、
難
民
移
民
担
当
大
臣
を
創
設
し
た
。

さ
ら
に
住
宅
・
空
間
計
画
担
当
大
臣
、
気
候
・
グ
リ
ー
ン
成
長
担
当
大
臣
も
新
設
さ
れ
た
。
他
方
で
環
境
規
制
に
対
す
る
関
心
の
弱

四党連立による「議会外内閣」？
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さ
を
反
映
し
、
自
然
・
窒
素
担
当
大
臣
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
は
、
基
本
的
に
連
立
四
党
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
分
野
を
反
映
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。

反
移
民
・
反
難
民
を
掲
げ
る
自
由
党
が
獲
得
し
た
の
が
、
ま
ず
は
難
民
移
民
担
当
大
臣
で
あ
る
。
当
初
は
副
首
相
候
補
、
マ
ル
ク

ス
ゾ
ー
ウ
ェ
ル
を
予
定
し
て
い
た
が
、
先
述
の
理
由
に
よ
り
彼
の
入
閣
の
可
能
性
は
潰
え
る
。
そ
れ
に
代
わ
る
移
民
難
民
担
当
大
臣

と
し
て
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
提
案
し
た
の
が
、
や
は
り
彼
に
近
い
立
場
に
あ
る
、
マ
ル
ヨ
レ
イ
ン
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
で
あ
る
。
彼
女
は
二

〇
一
一
年
か
ら
上
院
議
員
を
務
め
、
上
院
の
自
由
党
議
員
団
長
を
務
め
た
の
ち
、
二
〇
二
三
年
選
挙
か
ら
下
院
議
員
に
転
じ
た
ベ
テ

ラ
ン
議
員
だ
っ
た
が
、
同
時
に
物
議
を
か
も
す
発
言
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
女
の
難
民
移
民
担
当
大
臣
就
任
に
つ
い
て
、
自
由

民
主
人
民
党
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
議
員
団
長
か
ら
否
定
的
な
反
応
も
あ
っ
た
。
し
か
し
組
閣
者
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
や
新
首
相
予
定

者
の
ス
ホ
ー
フ
は
、
フ
ァ
ー
ベ
ル
に
特
段
の
問
題
は
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
結
果
、
フ
ァ
ー
ベ
ル
の
就
任
が
内
定
し
た
。

保
健
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
も
自
由
党
が
占
め
た
。
先
述
の
第
一
副
首
相
フ
ル
ー
ル
・
ア
ゲ
マ
で
あ
る
。
彼
女
は
福
祉
医
療
関
係
に

詳
し
く
、
議
会
で
も
質
問
を
重
ね
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
き
た
。
特
に
患
者
や
高
齢
者
の
負
担
軽
減
、
福
祉
労
働
者
の
給
与
引
き

上
げ
、
雑
務
の
軽
減
な
ど
は
彼
女
の
年
来
の
主
張
だ
っ
た
。
そ
し
て
当
該
分
野
で
大
臣
に
な
る
こ
と
は
「
私
の
望
み
で
あ
り
、
夢
な

の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
④
）。
一
部
の
有
権
者
に
人
気
も
あ
り
、
総
選
挙
で
は
彼
女
個
人
の
名
前
に
投
票
す
る
選
好
投
票

で
、
一
〇
万
を
超
え
る
票
を
獲
得
し
て
い
る
。
熱
心
に
医
療
介
護
の
現
場
を
視
察
し
、
現
場
の
福
祉
労
働
者
か
ら
も
「
気
持
ち
の
わ

か
っ
て
く
れ
る
」
政
治
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
。

農
業
関
係
ポ
ス
ト
や
国
土
政
策
関
係
ポ
ス
ト
は
、
農
民
市
民
同
盟
の
独
壇
場
と
な
っ
た
。
農
漁
業
・
食
品
安
全
・
自
然
大
臣
に
は
、

同
党
の
フ
ェ
ム
ケ
・
マ
レ
イ
エ
・
ウ
ィ
ー
ル
ス
マ
が
就
任
し
た
。
彼
女
は
農
業
団
体
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
政
治
に
も
通
じ
て
い
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
彼
女
の
知
名
度
を
高
め
た
の
は
、
人
気
リ
ア
リ
テ
ィ
番
組
「
お
嫁
さ
ん

《論 説》
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農
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
に
出
演
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
彼
女
は
こ
の
番
組
で
実
際
に
農
家
の
男
性
と
出
会
い
を
果
た
し
、
後
に
離
婚

し
た
も
の
の
、
結
婚
し
て
子
ど
も
が
複
数
生
ま
れ
て
い
る
。
農
民
市
民
同
盟
の
党
首
、
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
も

ウ
ィ
ー
ル
ス
マ
の
知
名
度
、
ア
ピ
ー
ル
力
に
目
を
つ
け
、
ウ
ィ
ー
ル
ス
マ
に
同
党
の
筆
頭
候
補
者
と
し
て
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
を

求
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
住
宅
・
空
間
計
画
担
当
大
臣
及
び
副
首
相
に
は
、
農
民
市
民
同
盟
の
モ
ナ
・
ケ
イ
ゼ
ル
が
就
任
し
た
。
彼
女
は
中
道
右
派
・

キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
出
身
で
あ
り
、
す
で
に
ル
ッ
テ
内
閣
で
副
大
臣
を
務
め
る
な
ど
政
治
経
験
が
豊
か
で
あ
り
、
一
定
の
知

名
度
も
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
総
選
挙
で
農
民
市
民
同
盟
の
名
簿
掲
載
順
位
第
二
位
で
出
馬
し
、
当
選
し
て
い
る
。

な
お
農
民
市
民
同
盟
が
、
連
立
四
党
で
最
小
の
政
党
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
で
一
定
の
存
在
感
を
示

し
た
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
党
首
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
、
自
由
党
を
含
む
連
立
政
権
の
樹

立
に
積
極
的
で
あ
り
、
連
立
交
渉
の
中
で
、
や
や
も
す
る
と
自
由
党
へ
の
距
離
感
か
ら
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
か
ね
な
い
中
道
右

派
の
二
党
（「
新
し
い
社
会
契
約
」
と
自
由
民
主
人
民
党
）
を
つ
な
ぎ
と
め
、
自
由
党
と
の
間
を
取
り
持
つ
接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
連
立
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
目
標
だ
っ
た
。
他
の
人
は

交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
私
は
残
り
続
け
る
か
ら
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
農
民
市
民
同
盟
と
連
立
交

渉
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
⑤
が
詳
し
い
）。

し
か
し
他
方
、
そ
の
よ
う
に
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
が
連
立
政
権
の
樹
立
を
最
優
先
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
百
戦
錬
磨
の
他

の
三
党
首
と
比
べ
る
と
政
治
慣
れ
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
女
に
と
っ
て
弱
点
と
も
な
っ
た
。
自
由
党
の
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
、

「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
、
自
由
民
主
人
民
党
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
の
三
人
が
、
彼
ら
の
ペ
ー
ス
で
物
事
を
迅
速

に
進
め
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
当
初
の
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
案
は
、
農
民
市
民
同
盟
に
と
っ
て
満
足
の
行
く
も
の
で
は
な
か
っ
た

四党連立による「議会外内閣」？
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の
で
あ
る
。

閣
僚
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
協
議
は
五
月
三
一
日
に
始
ま
り
、
六
月
初
め
ま
で
集
中
的
に
行
わ
れ
た
が
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は

そ
の
間
、
い
わ
ば
置
い
て
き
ぼ
り
の
感
覚
を
抱
い
た
と
い
う
。
と
は
い
え
「
和
」
を
重
ん
じ
、
自
党
の
主
張
を
引
っ
込
め
て
で
も
合

意
を
優
先
す
る
姿
勢
を
続
け
て
き
た
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
政
治
慣
れ
し
た
他
の
三
党
首
の
間
に
割
り
込
む
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。

そ
の
控
え
め
な
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
に
活
を
入
れ
た
の
が
農
民
市
民
同
盟
の
近
し
い
仲
間
た
ち
、
具
体
的
に
は
モ
ナ
・
ケ
イ

ゼ
ル
と
ヘ
ン
ク
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
だ
っ
た
。
二
人
は
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
が
弱
気
に
過
ぎ
る
と
考
え
、
六
月
三
日
、
彼
女
が
他

の
党
首
た
ち
に
強
気
に
出
る
よ
う
助
言
す
る
。
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
が
政
治
的
駆
け
引
き
に
疎
い
こ
と
に
「
つ
け
込
ま
れ
て
い

る
」
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
に
背
中
を
押
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
、
他
党
と
の
ポ
ス
ト
配
分

交
渉
に
さ
い
し
、
農
民
市
民
同
盟
の
要
求
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
「
野
党
に
回
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
」
姿
勢
で
臨
む
方
針
に
転
換
し

た
。
そ
し
て
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
に
も
個
別
に
訴
え
、「
あ
れ
だ
け
ず
っ
と
味
方
に
つ
い
て
あ
げ
た
の
に
…
…
何
も
な
い
な
ん
て
ひ
ど

い
」
と
気
持
ち
を
伝
え
た
と
い
う
。

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
が
融
和
的
な
姿
勢
か
ら
強
気
に
転
じ
た
こ
と
で
、
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
交
渉
の
流
れ
が
変
わ
る
。
そ
し
て

六
月
四
日
の
協
議
で
は
、
組
閣
者
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
の
強
い
要
請
も
あ
り
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
判
断
で
「
新
し
い
社
会
契
約
」

が
住
宅
大
臣
の
ポ
ス
ト
を
農
民
市
民
同
盟
に
譲
る
こ
と
と
な
り
、
農
民
市
民
同
盟
の
望
む
配
分
に
大
き
く
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
住
宅
・
空
間
計
画
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
モ
ナ
・
ケ
イ
ゼ
ル
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
デ

ル
・
プ
ラ
ス
は
交
渉
の
さ
い
、
ま
た
も
置
い
て
き
ぼ
り
を
食
い
そ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、「
ね
え
ち
ょ
っ
と
、
私
こ
こ
に
い
る
ん
だ

け
ど
」
と
口
を
は
さ
み
、
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
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他
方
、
財
務
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
経
済
財
政
分
野
、
社
会
政
策
分
野
の
閣
僚
ポ
ス
ト
は
、
自
由
民
主
人
民
党
や
「
新
し
い
社
会

契
約
」
が
多
く
を
占
め
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
連
立
四
党
中
三
党
が
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
系
政
党
で
あ
り
、
そ
の
三
党
の
公
式
の
政
権
参
加
は
初
め
て
だ
っ
た
。

そ
し
て
閣
僚
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
人
材
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
四
党

か
ら
選
任
さ
れ
た
閣
僚
た
ち
は
、
む
し
ろ
政
治
行
政
経
験
が
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
が
多
か
っ
た
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
⑥
）。「
新
し
い
社
会
契
約
」

や
農
民
市
民
同
盟
出
身
の
閣
僚
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
党
に
移
籍
す
る
前
、
す
で
に
既
成
政
党
で
議
員
と
し
て
長
年
活
動
し
た
り
、

モ
ナ
・
ケ
イ
ゼ
ル
の
よ
う
に
副
大
臣
を
務
め
た
者
も
い
た
。
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
カ
ス
パ
ル
・
フ
ェ
ル
ト
カ
ン
プ
（「
新
し
い
社
会

契
約
」）
も
、
職
業
外
交
官
を
長
年
務
め
た
経
験
者
で
あ
る
。
政
治
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
い
き
な
り
閣
僚
に
据
え
る
こ
と
は
、
特

に
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
は
じ
め
と
し
て
、
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
政
党
主
体
の
新
政
権
は
、
そ
の
実
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
が
実
務
を
担
う
形
と
な
っ
た
。

な
お
六
月
中
、
組
閣
者
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
に
よ
る
閣
僚
就
任
予
定
者
と
の
面
談
が
行
わ
れ
た
。
個
別
の
政
策
や
政
治
姿
勢
と
い

う
よ
り
、
閣
僚
に
相
応
し
い
資
質
を
備
え
て
い
る
か
、
倫
理
的
な
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

新
政
権
成
立
―
「
議
会
外
内
閣
」
な
の
か
―

七
月
一
日
、
組
閣
者
フ
ァ
ン
・
ツ
ウ
ォ
ル
は
組
閣
成
立
に
か
か
る
最
終
報
告
書
を
下
院
議
長
に
提
出
し
、
こ
れ
で
組
閣
者
の
役
割

は
完
了
し
た
。
そ
し
て
七
月
二
日
、
ス
ホ
ー
フ
内
閣
が
成
立
し
、
右
派
連
立
政
権
が
成
立
し
た
。

な
お
こ
の
七
月
二
日
ま
で
暫
定
首
相
の
座
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
政
権
を
率
い
て
き
た

四党連立による「議会外内閣」？
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ル
ッ
テ
首
相
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
日
、
首
相
官
邸
の
鍵
を
ス
ホ
ー
フ
に
渡
し
、「
し
っ
か
り
持
っ
て
い
て
く
れ
よ
な
（“H

ou‘
m

goed
vast”

）」
と
声
を
か
け
た
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
⑦
）。
そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
自
転
車
で
帰
途
に
就
く
。
沿
道
に
は
ル
ッ
テ
を
見
送
る

市
民
が
集
ま
り
、
励
ま
し
の
声
を
か
け
た
。
周
知
の
よ
う
に
ル
ッ
テ
は
そ
の
後
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
事
務
総
長
に
就
任
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
に
専
念
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
五
年
一
月
以
降
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
成
立
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
の
変
容
に
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
。夏

季
休
暇
が
明
け
て
九
月
、
政
権
の
政
策
基
本
方
針
が
提
示
さ
れ
、
ス
ホ
ー
フ
政
権
は
本
格
的
に
始
動
し
た
。
難
民
流
入
に
対
す

る
厳
格
な
規
制
、
開
発
援
助
の
削
減
、
農
業
部
門
の
負
担
軽
減
、
高
等
教
育
予
算
の
削
減
、
低
所
得
者
層
へ
の
支
援
強
化
な
ど
が
謳

わ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
は
ス
ホ
ー
フ
政
権
は
、「
議
会
外
内
閣
」
と
い
え
る
の
か
。
与
党
党
首
が
四
人
と
も
入
閣
し
て
い
な
い
の
は
事
実

だ
が
、
実
質
的
に
「
議
会
外
」
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
見
方
が
強
い
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
議
会
史
研
究
者
の
ベ
ル
ト
・

フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ラ
ー
ク
の
議
論
で
あ
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
⑧
）。
彼
は
ス
ホ
ー
フ
政
権
に
つ
い
て
、「
議
会
外
内
閣
ど
こ
ろ
か
思
い
っ
切

り
議
会
優
位
の
内
閣
だ
（V
an

extra-naar
ultraparlem

entair

）」
と
評
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
連
立
合
意
を
結
ん
だ
の
は
四
党
首

＝

議
員
団
長
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
九
月
に
公
表
さ
れ
た
政
策
基
本
方
針
、
そ
し
て
新
年
度
予
算
案
の
策
定
に
も
深
く
関
与
し
て
い

る
。
重
要
政
策
も
与
党
会
派
が
合
意
し
、
そ
れ
を
内
閣
に
呑
ま
せ
る
形
で
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
自
律
的
な
政
権
運
営
を
前
提
と
す

る
、
議
会
外
内
閣
の
本
来
の
あ
り
か
た
に
大
き
く
反
す
る
。
与
党
会
派
が
「
政
府
側
の
席
に
座
っ
て
い
る
」
よ
う
な
も
の
だ
。「
内

閣
が
統
治
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
内
閣
が
与
党
の
合
意
事
項
に
対
応
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（“H

et
kabinet

regeerde
niet,m

aar

reageerde.”

）」。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
内
閣
は
、「
思
い
っ
切
り
議
会
内
」
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

情
報
提
供
者
キ
ム
・
プ
テ
ル
ス
か
ら
相
談
を
受
け
、
議
会
外
内
閣
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
い
う
政
治
学
者
、

《論 説》
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ア
ル
コ
・
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
も
同
様
に
否
定
的
で
あ
る
。
彼
は
「
連
立
与
党
が
物
事
を
ほ
と
ん
ど
決
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
与
党

側
が
閣
僚
と
距
離
感
を
保
つ
ど
こ
ろ
か
、
圧
力
を
か
け
て
行
動
の
幅
を
狭
め
て
い
る
、
と
み
て
い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
⑨
）。

そ
も
そ
も
連
立
交
渉
の
さ
い
、
こ
の
「
議
会
外
内
閣
」
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
オ
ン
ト
ツ
ィ

ヒ
ト
だ
っ
た
。
他
の
党
首
た
ち
に
「
議
会
外
内
閣
」
へ
の
思
い
入
れ
は
少
な
く
、
そ
の
点
は
ス
ホ
ー
フ
首
相
も
同
じ
だ
っ
た
。
ス

ホ
ー
フ
に
と
っ
て
「
議
会
外
内
閣
」
と
い
う
形
式
は
、「（
自
分
が
首
相
に
選
任
さ
れ
る
前
に
）
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
た
」
こ
と

に
す
ぎ
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
戦
間
期
に
お
け
る
議
会
外
内
閣
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
作
内
（
二
〇
一
三
）
が
詳
細
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
一
九
二
六
年
の
第
一
次
デ
・
ヘ
ー
ル
内
閣
が
議
会
外
内
閣
と
し
て
成
立
し
た
背
景
に
は
、
重
要
政
策
に
つ
い
て
主
要
政
党
間
で
合

意
が
成
立
せ
ず
、
明
確
な
与
党
多
数
派
が
形
成
さ
れ
な
い
な
か
、
次
の
選
挙
ま
で
の
暫
定
内
閣
と
い
う
名
目
で
議
会
外
内
閣
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
で
、
各
党
か
ら
容
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
（
し
か
し
そ
の
実
、
同
内
閣
は
一
九
二
九
年
ま
で
継
続
し
た
）。
そ
の

意
味
で
、
与
党
が
明
確
に
存
在
し
、
か
つ
与
党
間
の
合
意
が
明
文
化
さ
れ
た
ス
ホ
ー
フ
政
権
は
、
最
初
か
ら
「
議
会
外
」
で
は
な

か
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
前
内
閣
と
の
決
別
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
見
掛
け
倒
し
の
「
改
革
内
閣
」
な
の
か
。
ス
ホ
ー
フ
政
権
の
成
立
以
降
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
な
お
二
〇
二
五
年
六
月
三
日
、
ス
ホ
ー
フ
政
権
は
発
足
か
ら
一
一
か
月
を
経
て
、
自
由
党
の
政
権
離
脱
に
よ
り
崩
壊
し
た
。】

四党連立による「議会外内閣」？
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